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1.研究目的 
 コンクリート構造物において，セメントの水和熱に起因する温度応力によって

生じる温度ひび割れは，コンクリート構造物の耐久性を損なう場合がある。した

がって，耐久性の点から，温度ひび割れを制御することは重要な課題であり，ひ

び割れ発生の要因となるコンクリート構造内部の温度分布や履歴を正確に把握

しておく必要がある。そのためには，断熱温度上昇特性など，熱特性を把握する

必要がある。 
 コンクリートの断熱温度上昇特性を把握するためには，実際の配合条件と同様

のコンクリートを用いて，断断熱温度上昇試験(以後，断熱試験と称す)を行う必
要がある。しかし，断熱温度上昇試験装置は大型かつ高価なものであり，施工現

場で簡便に使用できるものではない。そこで，本研究では入手が容易で，比較的

安価な発泡スチロール型枠を用いた簡易断熱温度上昇試験(以後，簡易断熱試験
と称す)によりコンクリートの断熱温度上昇特性を推定する事を目的として，検
討を行った。 
2.検討の概要 
2.1試験方法 
(1)簡易断熱温度上昇試験 
 本試験は，コンクリートの断熱温度上昇特性を把握するために，写真 1に示すよう

簡易断熱養生槽に発泡スチロールを用い，槽内に発砲ビーズを敷き詰め，簡易的な

状態として行った。供試体は紙製型枠(φ100×200mm)に打込み，水分の逸散を防ぐ

に供試体上面を密封し，封緘状態とした。温度測定は，供試体中央や断熱材等を熱

を用いて行った。セメントは普通ポルトランドセメントを使用し，合計 6回の試験

った。試験測定期間は既往の研究を基に 10～14日とした。 
(2)断熱温度上昇試験 
 本試験は断熱温度上昇試験装置を使用して行った。本装置は，試験体の温度に追

体周辺の温度を同調させる。つまり，外気温の影響を受けない状態でのコンクリー

昇を測定するための装置である。容量は 5ℓ(小型カロリーメータ)と 50ℓ(大型カロ
のものを使用した。本試験は，簡易断熱試験の 4～6回目と同配合のコンクリートを

2.2解析方法 
 本検討では，試験結果を用いて断熱温度上昇特性の算定を行った。解析の対象は

験・断熱試験供試体とした。図 1及び図 2にメッシュレイアウトを示す。断熱温度

以下のものを使用した。 
( ){ }[ ]βα 0exp1 ttKT −−−=  (１) 

K : 終局断熱温度上昇量(℃) α: 温度上昇に関する定数 β: 温度上昇に関する定
ｔ0: 時間遅れ(日) ｔ: 材齢（日) 
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写真 1 簡易断熱試験養生層 

写真 2 断熱温度上昇試験機 
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図 1 簡易断熱試験  
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3.試験結果 
表 1 実験の諸値 

 簡易断熱試験の結果を表 1に示すとともに，簡易断熱試験と 
断熱試験との比較結果の一例を図 3に示す。表 1より最高温度 
到達時間は外気温の影響を受ける結果となった。図 3より，断 
熱試験と簡易断熱試験とを比較した場合，温度上昇時では両者 
はほぼ一致しているものの、断熱試験の方が簡易断熱試験より 
最高温度到達時間は遅くなり，最高温度も高くなる結果となっ 
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た。 
 簡易断熱試験結果を基に同定した断熱温度上昇式の各係数を 
表 2に示す。また，各係数と単位セメント量の関係を図 4に示 
すとともに，単位セメント量 300kg/m3での打込み温度との関係 
を図 5に示す。さらに，簡易断熱試験の解析結果と大型・小型 
カロリーメータの試験結果を比較した結果の一例を図 6に示す。 

図 3 温度履歴 
図 4より，単位セメント量の増加に伴い，終局断熱温度上昇量は 
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表 2 断熱温度上昇特性の各係数
増加しているが，温度上昇速度は単位セメント量の変化による影 
響をほとんど受けない結果となった。また，図 5より，打込み温 
度の上昇に伴い，終局断熱温度上昇量は減少し，温度上昇速度は 
大きくなる結果となった。図 6から，簡易断熱試験の解析値と小 
型カロリーメータを用いた断熱試験の実験値はほぼ同様な値をと 
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ることが確認できた。このことより，断熱温度上昇式を簡易断熱 
試験から導ける可能性があると考えられる。しかし，簡易断熱試 
験の解析値と大型カロリーメータを用いた断熱試験の実験値は一 
致しない結果となった。また，試験自体は簡易に行えたが，同定 
解析では断熱温度上昇式を簡便に求めることができなかった。 
4.まとめ 

図 4 単位セメント量と断熱温度上昇式

の各係数の関係 
 簡易断熱試験を用いて断熱温度上昇特性を把握できる可能性を 
見出した。今後は，簡易断熱試験の測定精度の向上・測定方法の 
改善，解析時間の短縮など解析方法の最適化などが必要と思われ 
る。また，小型カロリーメータと大型カロリーメータの実験値に 
乖離がみられることから，今後の課題として検討していく必要が 
ある。 
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図 6 簡易断熱試験解析値と断熱試験の 
実験値の比較 
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